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「

安

政

遠

足

・

侍

マ

ラ

ソ

ン

」

日

本

で

最

古

の

マ

ラ

ソ

ン

淡

路

博

和

群

馬

県

安

中

市

で

は

、

毎

年

五

月

の

第

二

日

曜

日

に

は

、

恒

例

の

「

安

政

遠

足

・

侍

マ

ラ

ソ

ン

」

が

盛

大

に

挙

行

さ

れ

て

い

ま

す

。

「

遠

足

」

は

「

と

お

あ

し

」

と

読

み

、

そ

の

由

来

に

つ

い

て

は

後

述

し

ま

す

が

、

今

年

も

五

月

九

日

（

日

）

の

午

前

八

時

、

安

中

市

長

の

敲

く

太

鼓

の

六

つ

目

の

音

を

合

図

に

、

二

千

人

程

の

ラ

ン

ナ

ー

が

一

斉

に

安

中

城

址

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

町

内

を

走

る

ラ

ン

ナ

ー

た

ち

↓

城

の

町

口

門

を

通

過

す

る

と

旧

中

山

道

に

出

ま

す

。

そ

し

て

西

へ

西

へ

と

ゴ

ー

ル

を

目

指

し

て

走

り

ま

す

。

ゴ

ー

ル

は

二

つ

あ

っ

て

、

一

つ

は

上

信

国

境

の

碓

氷

峠

、

そ

こ

に

鎮

座

ま

し

ま

す

熊

野

神

社

ま

で

の

約

二

十

九

・

一

七

㎞

。

も

う

一

つ

の

ゴ

ー

ル

は

横

川

の

関

所

跡

を

経

て

旧

坂

本

宿

西

端

ま

で

の

約

二

十

・

三

五

㎞

で

す

。

ス

タ

ー

ト

か

ら

峠

下

ま

で

の

沿

道

に

は

多

数

の

市

民

が

間

断

な

く

並

び

、

手

旗

を

振

っ

て

声

援

を

送

り

ま

す

。

中

に

は

屋

台

に

水

や

ジ

ュ

ー

ス

・

果

物

を

並

べ

て

サ

ー

ビ

ス

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

女

性

た

ち

も

い

ま

す

。

「

一

声

一

〇

〇

㍍

」

と

い

っ

て

、

「

ガ

ン

バ

ッ

テ

―

」

の

一

声

で

一

〇

〇

㍍

は

走

れ

る

そ

う

で

す

。

「

疲

れ

た

が

碓

氷

峠

の

新

緑

が

素

晴

ら

し

か

っ

た

」

。

こ

れ

が

皆

さ

ん

の

感

想

で

す

。

ラ

ン

ナ

ー

に

は

ラ

ン

ニ

ン

グ

姿

で

記

録

を

競

う

人

も

い

れ

ば

、

侍

や

ア

ニ

メ

の

主

人

公

な

ど

に

仮

装

し

た

人

た

ち

も

い

ま

す

。

む

し

ろ

仮

装

の

人

た

ち

の

ほ

う

が

多

い

の

が

、

こ

の

「

遠

足

」

の

個

性

に

な

っ

て

い

ま

す

。

と

こ

ろ

で

、

こ

の

「

遠

足

」

が

復

活

し

て

今

年

で

三

六

回

目

を

迎

え

ま

し

た

が

、

実

は

こ

の

「

遠

足

」

に

は

、

れ

っ

き

と

し

た

歴

史

的

由

来

が

あ

る

の

で

す

。

江

戸

時

代

の

末

期

、

安

政

二

年

（

一

八

五

五

）

、

時

の

安

中

藩

主

板

倉

勝

明

侯

が

家

臣

た

ち

に

命

じ

て

、

安

中

城

内

か

ら

碓

氷

峠

の

熊

野

権

現

ま

で

、

中

山

道

を

走

ら

せ

た

の

で

す

。

そ

の

こ

と

が

一

つ

の

古

文

書

の

発

見

に

よ

っ

て

判

明

し

た

の

で

す

。

昭

和

三

十

年

五

月

の

こ

と

、

郷

土

史

家

の

本

多

夏

彦

（

高

崎

）

・

佐

藤

勲

（

松

井

田

）

両

氏

が

、

碓

氷

峠

熊

野

神

社

の

社

家

曽

根

あ

き

氏

（

茶

屋

東

屋

）

所

蔵

の

古

文

書

の

中

か

ら

、

左

の

よ

う

な

横

長

帳

を

発

見

い

た

し

ま

し

た

。

右

の

表

紙

に

は

左

の

よ

う

に

記

し

て

あ

り

ま

す

。

安

政

二

卯

年

五

月

十

九

日

ヨ

リ

安

中

御

城

内

御

諸

士

御

遠

足

着

帳

碓

氷

峠

神

主

組

頭

安

中

城

の

諸

士

（

安

中

藩

の

侍

た

ち

）

が

「

遠

足

」

を

行

い

、

そ

の

着

順

が

記

さ

れ

て

い

た

の

で

す

。

冒

頭

か

ら

日

附

・

着

時

刻

・

諸

士

の

名

前

が

列

記

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

例

え

ば

冒

頭

に

は

左

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

お

り

ま

す

。

五

月

十

九

日

巳

ノ

上

刻

頃

参

着黒

田

誠

三

郎

殿

黒

川

鐘

之

助

殿

柏

瀬

雅

三

殿

倉

林

愛

之

助

殿

橋

本

鉞

蔵

殿

竹

内

粂

三

郎

殿

丹

所

太

平

殿

同

廿

一

日

辰

上

刻

参

着

弐

番

参

着

小

林

房

之

進

殿

〃

和

久

沢

文

四

郎

殿

壱

番

参

着

根

本

国

次

郎

殿

三

番

参

着

石

井

幸

右

衛

門

殿

弐

番

植

栗

荘

蔵

殿

三

番

山

口

徳

五

郎

殿

壱

番

石

塚

吉

十

郎

殿

（

以

下

略

）

こ

の

記

録

を

調

べ

る

と

、

五

月

十

九

日

か

ら

開

始

さ

れ

た

「

遠

足

」

は

、

数

日

お

き

に

七

～

八

名

が

一

組

に

な

っ

て

安

中

城

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

て

、

六

月

二

十

八

日

ま

で

、

な

か

十

六

日

間

に

わ

た

り

合

計

九

十

八

名

が

ゴ

ー

ル

し

ま

し

た

。

中

に

二

人

の

武

士

が

二

回

走

り

ま

し

た

の

で

、

実

数

は

九

十

六

名

と

な

り

ま

す

。

五

月

十

九

日

と

い

え

ば

陽

暦

で

は

七

月

二

日

、

六

月

二

十

八

日

は

八

月

十

日

で

す

か

ら

、

ま

さ

に

真

夏

日

の

中

を

走

っ

た

こ

と

に

な

り

ま

す

。

右

の

記

録

の

中

で

特

徴

的

な

こ

と

を

挙

げ

て

み

ま

す

と

、
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①

最

初

の

組

で

あ

る

五

月

十

九

日

の

組

に

は

、

右

記

の

よ

う

に

、

着

順

が

書

い

て

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

安

中

城

に

呼

ば

れ

た

曽

根

神

官

が

、

「

遠

足

」

の

割

付

札

五

十

枚

を

い

た

だ

き

、

そ

の

帰

路

、

坂

本

宿

に

泊

り

、

翌

十

九

日

の

朝

、

神

社

に

帰

ろ

う

と

し

て

碓

氷

峠

の

羽

根

石

山

に

差

し

掛

か

る

と

、

走

っ

て

き

た

武

士

た

ち

に

追

い

抜

か

れ

、

そ

の

た

め

着

順

が

書

け

な

か

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

ま

す

。

武

士

た

ち

に

追

い

つ

こ

う

と

懸

命

に

走

っ

た

神

官

の

姿

が

偲

ば

れ

ま

す

。

②

不

思

議

な

の

は

、

五

月

二

十

二

日

と

二

十

三

日

に

走

っ

た

組

は

、

実

は

辰

の

中

刻

頃

（

午

前

九

時

頃

）

の

ゴ

ー

ル

な

の

に

、

巳

の

上

刻

（

十

時

半

頃

）

に

し

て

く

れ

と

頼

ま

れ

て

、

神

官

が

到

着

時

刻

を

わ

ざ

わ

ざ

一

時

間

余

も

遅

く

、

書

き

直

し

て

い

る

こ

と

で

す

。

こ

れ

は

一

体

何

故

で

し

ょ

う

か

。

閉

ざ

さ

れ

た

狭

い

武

士

社

会

の

こ

と

ゆ

え

、

他

の

組

へ

の

配

慮

か

、

そ

れ

と

も

上

役

へ

の

遠

慮

な

の

か

、

不

可

解

な

こ

と

で

あ

り

ま

す

。

③

安

中

城

か

ら

峠

ま

で

の

走

行

時

間

に

つ

い

て

は

、

よ

く

質

問

を

受

け

ま

す

が

、

江

戸

時

代

の

計

時

法

が

不

定

時

法

で

す

し

、

果

た

し

て

時

計

に

は

何

を

用

い

て

い

た

の

か

、

定

か

で

は

な

い

の

で

正

確

な

走

行

時

間

が

割

り

出

せ

ま

せ

ん

が

、

明

六

つ

（

卯

の

時

、

仮

に

今

の

六

時

）

の

ス

タ

ー

ト

と

し

て

、

一

番

早

い

五

組

が

辰

の

上

刻

（

今

の

八

時

～

八

時

半

）

、

一

番

遅

い

組

が

巳

の

中

刻

（

十

時

前

後

）

に

ゴ

ー

ル

し

て

い

ま

す

。

と

す

る

と

、

早

い

組

が

二

時

間

半

程

、

遅

い

組

が

約

四

時

間

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

現

在

速

い

ラ

ン

ナ

ー

は

平

均

し

て

二

時

間

数

分

で

ゴ

ー

ル

し

て

い

ま

す

。

。

④

さ

て

、

峠

に

着

い

た

武

士

た

ち

に

は

、

力

餅

・

み

の

ほ

し

大

根

・

き

ゅ

う

り

も

み

・

御

神

酒

少

々

と

ひ

た

ら

・

お

茶

な

ど

が

振

る

舞

わ

れ

ま

し

た

。

ひ

と

休

み

し

た

彼

ら

は

個

人

或

い

は

組

ご

と

に

、

十

疋

か

ら

三

十

疋

の

金

銭

を

「

御

初

穂

」

と

て

神

社

に

奉

納

し

ま

し

た

。

こ

の

奉

納

し

た

人

数

が

合

計

百

一

名

で

、

走

者

の

九

十

八

名

と

合

致

し

ま

せ

ん

。

上

位

の

武

士

に

は

「

御

供

」

が

付

い

て

走

っ

た

の

で

は

な

い

か

。

昼

飯

を

頂

い

て

下

山

致

し

ま

し

た

。

英

泉

画

・

羽

根

石

山

と

坂

本

宿

→

⑤

と

こ

ろ

で

、

遠

足

保

存

会

で

は

城

内

よ

り

峠

ま

で

の

距

離

を

二

九

・

一

七

㎞

と

し

て

い

ま

す

か

ら

、

そ

れ

を

往

復

し

た

武

士

は

随

分

疲

れ

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

も

往

路

は

、

旧

坂

本

宿

ま

で

は

だ

ら

だ

ら

登

り

、

そ

こ

か

ら

山

に

入

り

ま

す

が

、

最

初

の

羽

根

石

山

は

「

刎

石

山

」

と

も

い

い

、

急

峻

な

崖

の

よ

う

な

登

り

坂

で

す

し

、

「

座

頭

こ

ろ

が

し

」

と

言

う

難

所

も

あ

り

ま

す

。

幾

分

平

ら

な

所

に

は

「

羽

根

石

茶

屋

」

と

「

山

中

茶

屋

」

と

い

う

茶

屋

が

あ

り

ま

し

た

。

安

中

城

が

標

高

約

一

五

〇

ｍ

、

熊

野

神

社

が

約

一

二

〇

〇

ｍ

、

高

低

差

一

〇

五

〇

ｍ

を

武

士

た

ち

は

往

復

し

た

の

で

す

。

次

に

、

こ

の

「

遠

足

」

が

再

現

さ

れ

る

に

至

っ

た

経

緯

を

述

べ

て

み

ま

す

。

昭

和

三

十

年

五

月

二

十

日

、

こ

の

古

文

書

発

見

の

記

事

が

「

日

本

最

古

の

マ

ラ

ソ

ン

」

と

し

て

新

聞

に

発

表

さ

れ

る

や

、

大

変

な

反

響

を

呼

び

、

や

が

て

ド

ラ

マ

作

家

の

伊

馬

春

部

氏

・

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

湯

浅

辰

馬

氏

や

、

郷

土

史

家

た

ち

が

碓

氷

峠

を

実

地

踏

査

し

ま

し

た

。

山

ヒ

ル

に

足

を

刺

さ

れ

て

苦

労

し

た

と

の

こ

と

で

す

。

そ

の

結

果

、

伊

馬

春

部

氏

脚

色

「

安

政

奇

聞

ま

ら

そ

ん

侍

」

が

、

同

年

十

一

月

五

日

午

後

八

時

五

分

か

ら

Ｎ

Ｈ

Ｋ

第

二

放

送

か

ら

放

送

さ

れ

ま

し

た

。

映

画

の

ポ

ス

タ

ー

↓

こ

れ

が

さ

ら

に

反

響

を

呼

び

、

シ

ナ

リ

オ

作

家

八

木

隆

一

郎

氏

ら

も

峠

を

見

学

、

翌

年

の

昭

和

三

十

一

年

二

月

五

日

、

大

映

映

画

「

ま

ら

そ

ん

侍

」

が

封

切

さ

れ

ま

し

た

。

勝

新

太

郎

・

嵯

峨

美

智

子

・

ト

ニ

ー

谷

ら

の

出

演

で

、

一

人

の

美

女

を

巡

っ

て

二

人

の

若

侍

が

競

う

と

い

う

筋

書

き

で

し

た

・

・

・

・

。

さ

て

、

そ

れ

か

ら

し

ば

く

の

時

が

流

れ

、

忘

れ

か

け

て

い

た

「

遠

足

」

で

し

た

が

、

昭

和

五

十

年

五

月

二

六

日

、

千

葉

市

花

見

川

団

地

の

「

走

友

会

」

の

山

野

実

氏

ら

五

名

が

、

横

川

関

所

か

ら

峠

ま

で

を

試

走

し

た

の

で

す

。

こ

の

快

挙

に

刺

激

さ

れ

て

、

当

時

の

安

中

・

松

井

田

両

市

町

内

に

「

遠

足

」

再

現

の

話

が

盛

り

上

が

り

、

こ

こ

に

「

安

政

遠

足

保

存

会

」

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

初

代

会

長

は

郷

土

史

家

中

澤

多

計

治

氏

・

理

事

長

小

林

二

三

雄

氏

で

し

た

。

遠

足

復

活

に

か

け

た

会

長

以

下

関

係

者

の

献

身

的

な

努

力

に

よ

っ

て

、

遂

に

同

年

六

月

十

五

日

明

六

つ

（

午

前

六

時

）

ス

タ

ー

ト

で

、

復

活

第

一

回

の

「

安

政

遠

足

」

が

実

行

さ

れ

ま

し

た

。

申

込

者

百

名

。

当

日

の

参

加

者

九

十

四

名

は

、

安

中

市

長

の

叩

く

太

鼓

を

合

図

に

安

中

城

本

丸

跡

を

ス

タ

ー

ト

、

大

名

小

路

か

ら

町

口

門

、

大

手

の

坂

を

下

り

、

旧

中

山

道

に

出

て

、

西

へ

西

へ

と

走

り

、

横

川

の

関

所

を

通

過

、

碓

氷

峠

の

熊

野

神

社

へ

と

走

り

ま

し

た

。

完

走

者

七

十

名

、

一

位

が

二

時

間

十

六

分

で

し

た

。

熊

野

神

社

の

社

前

で

表

彰

式

が

挙

行

さ

れ

ま

し

た

。
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そ

の

後

、

今

春

の

三

十

六

回

ま

で

、

役

員

は

勿

論

、

市

の

職

員

は

じ

め

警

察

関

係

・

医

師

会

等

々

、

多

数

の

市

民

の

献

身

的

な

協

力

の

も

と

無

事

に

継

続

し

て

参

り

ま

し

た

。

参

加

者

も

北

は

北

海

道

、

南

は

九

州

ま

で

多

地

域

に

わ

た

っ

て

い

ま

す

。

第

三

回

（

昭

和

五

二

年

）

を

記

念

し

て

関

口

コ

オ

氏

の

切

り

絵

も

出

来

て

大

会

に

花

を

添

え

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

切

絵

↓

第

十

四

回

（

昭

和

六

三

年

）

に

は

新

た

に

「

ミ

ニ

遠

足

」

と

し

て

小

・

中

学

生

の

コ

ー

ス

も

設

定

さ

れ

、

第

十

七

回

（

平

成

三

年

）

か

ら

は

関

所

コ

ー

ス

も

開

か

れ

て

、

参

加

者

は

急

増

し

て

参

り

ま

し

た

。

関

所

コ

ー

ス

は

第

二

十

五

回

か

ら

は

関

所

坂

本

宿

コ

ー

ス

と

な

り

ま

し

た

。

中

で

も

第

十

五

回

大

会

（

平

成

元

年

）

に

は

、

安

中

藩

主

板

倉

勝

明

侯

の

御

子

孫

板

倉

弘

氏

も

ご

子

息

勝

章

氏

と

共

に

安

中

に

来

ら

れ

、

開

会

式

で

「

私

の

祖

先

が

始

め

た

遠

足

を

益

々

盛

ん

に

し

て

く

だ

さ

い

」

と

ご

挨

拶

さ

れ

ま

し

た

。

第

三

十

一

回

の

平

成

十

七

年

四

月

に

は

「

第

九

回

ふ

る

さ

と

イ

ベ

ン

ト

大

賞

（

祭

り

・

ス

ポ

ー

ツ

部

門

）

」

を

受

賞

い

た

し

ま

し

た

し

、

第

三

十

二

回

の

平

成

十

八

年

三

月

に

は

、

安

中

市

と

松

井

田

町

が

合

併

し

、

新

生

安

中

市

記

念

大

会

と

も

な

り

ま

し

た

。

「

安

政

遠

足

」

は

歴

史

の

史

実

に

根

ざ

し

て

い

る

と

冒

頭

に

書

き

ま

し

た

が

、

そ

の

後

も

古

記

録

の

発

見

が

あ

り

ま

し

た

。

①

昭

和

五

十

年

に

は

、

板

倉

勝

明

侯

が

年

寄

（

家

老

職

）

の

斎

藤

衛

守

や

御

殿

医

三

名

を

含

む

十

名

の

家

臣

を

従

え

て

碓

氷

峠

ま

で

「

遠

馬

」

を

行

い

、

コ

ー

ス

の

下

検

分

を

し

た

記

録

。

②

そ

の

下

検

分

の

こ

と

を

峠

の

曽

根

神

官

に

知

ら

せ

た

坂

本

宿

の

名

主

の

送

っ

た

廻

状

。

③

さ

ら

に

貴

重

な

発

見

と

し

て

は

、

昭

和

六

十

年

に

「

遠

足

」

の

規

定

書

と

も

言

う

べ

き

「

覚

」

が

、

「

案

詞

」

と

い

う

安

中

藩

の

御

用

部

屋

日

誌

か

ら

見

つ

か

っ

た

こ

と

で

す

。

「

覚

」

→

「

覚

」

に

は

、

イ

五

十

歳

以

下

諸

士

の

面

々

に

碓

氷

峠

ま

で

の

遠

足

の

命

令

が

出

さ

れ

た

こ

と

。

ロ

参

加

者

は

六

～

七

人

で

申

し

合

わ

せ

て

、

前

日

に

御

近

習

頭

を

通

し

て

大

目

付

へ

届

け

出

る

こ

と

。

ハ

当

日

の

朝

は

明

六

つ

の

太

鼓

の

音

で

各

自

の

家

を

出

て

、

御

近

習

頭

に

届

け

て

か

ら

一

緒

に

峠

に

向

か

っ

て

出

発

す

る

こ

と

。

ニ

届

け

た

か

ら

に

は

大

風

雨

で

も

決

行

す

る

こ

と

、

関

所

の

番

頭

や

峠

の

神

主

に

連

絡

し

て

あ

る

か

ら

、

関

所

の

通

過

時

刻

、

峠

の

到

着

時

間

を

書

い

た

書

付

を

受

け

取

っ

て

帰

り

、

大

目

付

へ

提

出

す

る

こ

と

。

ホ

足

痛

で

遅

着

す

る

の

は

致

し

方

な

い

と

し

て

、

途

中

で

馬

や

籠

を

雇

っ

て

来

た

者

は

、

そ

れ

が

お

殿

様

の

お

耳

に

入

っ

た

ら

厳

罰

に

処

す

る

か

ら

、

よ

く

よ

く

心

得

て

お

く

こ

と

。

な

ど

が

書

い

て

あ

り

ま

す

。

と

こ

ろ

で

、

名

君

と

仰

が

れ

た

板

倉

勝

明

侯

は

な

ぜ

「

遠

足

」

を

行

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

。

そ

れ

は

嘉

永

六

年

（

一

八

五

三

）

の

ペ

リ

ー

来

航

と

関

係

が

あ

り

ま

す

。

坂

本

龍

馬

が

黒

船

の

巨

大

さ

に

驚

愕

、

日

本

の

危

機

を

悟

り

ま

し

た

。

俄

然

、

攘

夷

論

が

湧

き

上

が

っ

た

よ

う

に

、

当

時

の

老

中

首

座

阿

部

正

弘

と

は

従

弟

同

士

、

水

戸

藩

主

徳

川

斉

昭

と

も

親

交

の

あ

っ

た

板

倉

勝

明

侯

の

こ

と

で

す

か

ら

、

国

防

の

重

要

性

を

痛

感

し

て

い

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

二

百

七

十

年

間

の

平

穏

に

馴

れ

親

し

ん

だ

家

臣

の

気

持

を

、

「

遠

足

」

に

よ

っ

て

振

起

さ

せ

よ

う

と

試

み

た

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

そ

の

後

発

見

さ

れ

た

古

文

書

の

中

に

、

安

政

三

年

五

月

に

「

足

並

調

練

世

話

係

九

人

を

命

じ

る

」

と

い

う

記

事

が

あ

り

ま

す

の

で

、

勝

明

侯

は

引

き

続

き

家

臣

の

鍛

練

を

試

み

て

い

た

と

思

わ

れ

ま

す

。

し

か

し

残

念

な

こ

と

に

、

安

政

四

年

（

一

八

五

七

）

四

月

十

日

に

四

十

七

歳

の

生

涯

を

閉

じ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

お

墓

は

愛

知

県

西

尾

市

貝

吹

町

の

長

円

寺

に

あ

り

ま

す

。

さ

て

、

こ

の

「

遠

足

」

は

安

政

二

年

（

一

八

五

五

）

に

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

私

た

ち

は

、

こ

れ

を

日

本

最

古

の

マ

ラ

ソ

ン

と

言

っ

て

お

り

ま

す

が

、

第

一

回

近

代

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

が

ア

テ

ネ

で

開

催

さ

れ

た

の

が

一

八

九

六

年

で

す

か

ら

、

「

遠

足

」

よ

り

四

十

一

年

後

、

ま

た

日

本

の

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

参

加

は

一

九

一

二

年

の

パ

リ

大

会

で

す

か

ら

、

五

十

七

年

後

の

こ

と

に

な

り

ま

す

。

紀

元

前

の

古

代

ギ

リ

シ

ャ

の

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

は

さ

て

置

き

、

紀

元

後

に

於

い

て

は

、

こ

の

「

遠

足

」

が

、

日

本

ど

こ

ろ

か

、

世

界

最

古

初

の

マ

ラ

ソ

ン

で

は

な

い

か

と

、

私

は

秘

か

に

胸

を

と

き

め

か

し

て

い

る

の

で

あ

り

ま

す

。

完


